
【活動報告】 

11月 2日（木） 和菓子を通した日本文化理解活動 

・日本の代表的和菓子である大福の歴史と大福作りを体験することで、日本文化を継

承する機会が身近にあることを学びとる。 

・和菓子と他国を代表する洋菓子の見た目や味を比較することを通して、文化の特徴

を捉える思考を育成する。 

 児童生徒の振り返り 

・大福にも歴史があることを知り、名称が三度も変わったことに驚いた。 

・餡子を餅に包む工程が難しかった。家族にも食べてほしいので家でも作りたい。 

・和菓子は洋菓子よりも色が落ち着いていて、見た目がシンプルだと思う。 

・和菓子の素朴な味が好きだ。 

 

 

 

11月 30 日（木）扇子を通した日本文化理解活動 

・歴史の中で扇子がどのような目的で使用されてきたかを学ぶ。 

・扇子は伝統的手法を変えることなく、現代でも美しい姿を伝えている理由を考え、身近な物から伝統が受け継が  

れていることを学び取る。 

・扇子の茶道における扇子の役割を知り、次時での茶道の学習を意識させる。 

 

 児童生徒の振り返り 

・平安時代には一般人の使用が禁じられていたり、能・演劇・茶道にも使われていたりしたことが意外だった。 

・初めて扇子をじっくり見て触ってみたら、いろいろな工夫がされていることに気付いた。 

・扇子には長い歴史があることを知り、興味がわいた。 

・自分でデザインを考えて丁寧に時間をかけて塗ったので、終わった時にとても達成感があった。 

・茶道のお辞儀の時に欠かせない役割があることを知った。茶道で大切に使っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1月 30日（火）茶道事前学習 

・茶道の精神性について学ぶ 

・事前アンケートの実施（添付資料 1）  

 日本伝統文化を学ぶにあたり、研究開始時に各自が備えている「課題発見・解決・協

働など」の力を、本校の指導目標「８つの人格」の枠組みに沿って自己分析した。ま

た、本分科会研究を通して扱う「異文化理解・探究力」の第一段階として、茶道に関す

る事前知識と捉え方、図書の利用状況を把握した。 

グラフ 1：日本文化・茶道に関するアンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グラフ 1 の考察 

 伝統文化の伝え方を考えることができるが、それが相手に伝える気持ちに結びついていない。伝統とは、日本人が

大切にしてきた心であり、これからも大切にしていきたい心であることに気付かせ、日本人としての自覚を持ち世界

へ発信する使命感を育成したい。 

 

グラフ 2：NACグローバル教育のめざす 8つの人格 

 

・グラフ 2 の考察 

 炎が示す問題解決能力が弱い。外部へ発信するにあたり大きな橋掛けとなる言語が壁となって

いると考えられる。日本語と英語を適切に使い分けて情報収集したり、両言語を使って発表した

りできるバイリンガル力を活用する機会を増やす必要がある。 
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茶道の所作（動き）の意味を知っていますか

茶道の心得を知っていますか

茶道の所作（動き）についてどう思いますか

お茶をふるまうことについてどう思いますか

日本の伝統文化についてもっと調べたい

日本の伝統文化をどのように伝えていくか考えること…

伝統文化の大切さを人に伝えたい
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2月 1日（木） 茶道を通した日本文化理解活動 

・茶道の一連の流れを体験し、日本文化の特徴を表している作法・仕草・考え方を知る。 

 

 児童生徒の振り返り 

 ・お茶を点てているところや、茶道での振舞い、お茶の飲み方など、今まで見たことがなかっ 

  たのでとても楽しかった。 

・お辞儀には真・行・草の三種類があり、場合によって使い分けることを知った。 

・茶道での一つ一つの動きに意味があることを知り、茶道の奥深さを感じた。 

 

 

 

2 月 15日（木）茶道を通した日本文化理解活動 

・お辞儀の仕方、歩き方、袱紗捌きの体験を通し 

て日本文化の特徴を表している作法・仕草、 

考え方を学び取る。 

・考えを深める資料として、NICCに所蔵する 

  図書を活用する。 

 

  参考文献：「子どもたちと共に楽しい茶の湯」 

  野上澄江・細野恵美子, 武田出版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


